
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あたらいい 

 

                                          

これからの学校教育の方向性について～2020 年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿～ 
 

 

１ 社会状況 
○ 人工知能（AI）、ビックデータ、Internet of 

Things(I o T)、ロボスティクス等の先端技術が産
業や社会生活に取り入れられた「Society5.0時代」
の到来 

 
○ 新型コロナウイルス感染症の世界的拡大など複雑

で先行き不透明な「予測困難な時代」 

２ 学校教育に求められるもの 
我が国の学校教育には、子供一人一人が、自分のよさや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在とし
て尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗
り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の担い手と
なることができるよう、その資質・能力を育成することが求
められる。 

 

３ 具体的な資質・能力とは 
 ○ 「文章の意味を正確に理解する読解力」、「教科固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表現す

る力」、「対話や協働を通じて知識やアイデアを共有し新しい解や納得解を生み出す力」、「SDGｓ（持
続可能な開発目標）の理解と実践力」 

 
 ○ 「豊かな情操や規範意識」、「自他の生命尊重」、「自己肯定感･自己有用感」、「他者への思いやり」、

「対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力」、「困難を乗り越え、物事を成し遂げる力」、
「公共の精神」の育成を図るとともに、各教育段階に応じて「体力の向上、健康の確保」を図る」 

Ⅰ 急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力 

令和４年 12月 昭島市立拝島第二小学校 
校  長    小  瀬   和  彦 

 

１ 成果 
① 学校が学習指導のみならず、生活指導や学校給食、課外活動などでも主要な
役割を担い、子供一人一人の状況を総合的に把握して教師が指導を行うこと
で、子供たちの知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」は諸外国から高く
評価されている。 

 
② 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、再認識された学校の役割
「ｱ)学習機会と学力の保障、ｲ)全人的な発達・成長の保障、ｳ)身体的･健康的
な健康の保障（安全･安心につながることができる居場所・セーフティネット）」
が明確になった。 

 
③ 学校再開後、学級づくりの取組や、感染症対策を講じた学校行事を行うため
の工夫など、特例的な対応がとれるよう教育課程を柔軟に変更・改善すること
ができた。 

２ 顕在化した課題 
① かつて、「上質で均質な労働者の育成が
高度経済成長期までの社会の要請」とし
て、学校に求められた。⇒ 「正解（知
識）」の比重が大きくなり、問題発見･解
決力の育成という課題が顕在化した。 

 
② 「みんなで同じことを、同じように」
を過度に要求する面が見られ、学校生活
においても「同調圧力」を感じる子供が
増加し、画一的・同調主義的な学校文化
が顕在化した。 

３ 今日の学校教育が直面している課題 
①  本来であれば家庭や地域でなすべきことまでが学校に委ねられることになり、結果として学

校及び教師が担うべき業務の範囲が拡大され、その負担が増大した。  
②  子供たちが多様化（特別支援教育を受ける児童生徒や外国人児童生徒の増加、貧困、いじめ

の重大事態や不登校児童生徒数の増加）している。   
③  全体的な傾向として、子供たちの学習意欲が低下している。  
④  教師の長時間勤務による疲弊や教員採用率の低下、教師不足が深刻化している。   
⑤  学習場面における効果的なデジタルデバイスの活用と、オープン・ソース・インテルジェン

スの育成が遅れている。 
 
 ⑥ 少子高齢化、人口減少による学校教育の維持と、その質の保証に向けた取り組みを行っていく

必要がある。 

Ⅱ 日本型学校教育の成果と課題 

 

Ⅲ 個別最適な学びと協働的学び 

指導の個別化（一定の目標をすべての児童生徒が達成することを目指し、個々の児童生徒に応じて異なる方法で学習を進めること。） 

○ 全ての子供たちに基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力･判断力･表現力等や、自ら学習
を調整して粘り強く学習に取り組む態度を育成するために、 
・支援が必要な子供に、より重点的な指導を行うなど効果的な指導を実現 
・特性や学習進度等に応じ、指導方法・教材等の柔軟な提供・設定を行う。 

個別最適な学び（「個に応じた指導」（指導の個別化と学習の個性化）を学習者側の視点から整理した概念 

教育振興基本計画の理念（自立･協働･創造）の継承   学習指導要領の確実な実施   GIGA スクール構想の実現   学校における働き方改革 

学習の個性化（個々の児童生徒の興味･関心等に応じた異なる目標に向けて、学習を深め広げること。） 

○ 基礎的・基本的な知識・技能等や情報活用能力等の学習の基盤となる資質・能力等を

土台として、子供たちの興味・関心等に応じ、一人一人に応じた学習活動や学習課題に

取り組む機会を提供することで、子供自身の学習が最適となるよう調整する。 

協働的な学び 
〇「個別最適な学び」が「孤立した学びに陥らないよう、探究的な学習や体験活動を通じ、子供同士で、或いは多様な他者と協働しながら、他者を価値ある存在として尊重し、様々な社会的な変化を乗

り越え、持続可能な創り手となることができるよう、必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」を充実することが重要 
○ 集団の中で個が埋没してしまうことがないよう、一人一人のよい点や可能性を生かすことで、異なる考え方が組み合わさり、よりよい学びを生み出す 

協働的な学び 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）令和３年１月 26日中央教育審議会から 

◇新学習指導要領では、「個に応じた指導」を一層重視し、指導方法や指導体制の工夫改善により、「個に応じた指導」の充実を図るとともに、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用
するために必要な環境を整えることが示されており、これらを適切に活用した学習活動の充実を図ることが必要 

◇GIGA スクール構想の実現による新たな ICT 環境の活用、少人数によるきめ細かな指導体制の整備を進め、「個に応じた指導」を充実していくことが重要 
◇その際、「主体的・対話的で深い学び」を実現し、学びの動機付けや幅広い資質・能力の育成に向けた効果的な取組を展開し、個々の家庭の経済事情等に左右されることなく、子供たちに必要な力を育む 

◇「個別最適な学びが進められるよう、これまで以上に子供の成長やつまずき、悩みなどの理解に努め、個々の興味・関心・意欲等を踏まえて、きめ細かく指導・支援することや、子供が自らの学習状況を把握し、主体的に学習を調整
することができるように促していくことが求められる 

◇その際、ICT の活用により、学習履歴(スタディ・ログ)や生活指導上のデータ、健康診断情報等利活用することや、教師の負担を軽減することが重要 

協働的な学び 

◇知・徳・体を一体的に育むためには、教師と子供、子供同士の関わり合い、自分の感覚や行為を通して理解する実習・実験、地域社会での体験活動など、様々な場面でリアルな体験を通じて学ぶことの重要性が、AI 技術が高度に発達
する Society5.0 時代にこそ一層高まる 

◇同一学年・学級はもとより、異学年間の学びや、ICT の活用による空間的・時間的制約を超えた他の学校の子供当との学び合いも大切 

それぞれの学びを一体化的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる 


